
 -1- 

平成３１年度 第１回国立市交通安全対策審議会 

平成３１年４月２５日 

 

 

【事務局】  定刻になりました。本日は大変お忙しい中、平成３１年度第１回交通安全対策審議会

にお集まりいただきまして、ありがとうございます。 

 まず、任期満了に伴いまして、委員の方に改めて審議会委員の委嘱をいたします。本日は初めての

ご出席となる方もいらっしゃいますので、恐れ入りますが、順番に私のほうでお名前をお呼びいたし

ますので、委員の皆様から自己紹介をしていただければと思います。 

 なお、欠席の確認でございますが、立川警察署の青山委員から欠席のご連絡をいただいております。

また、立川バスの松本委員から１０分ほど遅れるというご連絡が入っております。 

 それでは、名簿の順番に自己紹介をお願いしたいと思います。最初に、立川・国立地区交通安全協

会国立中央支部、秋田委員、一言お願いします。 

【秋田委員】  皆さん、おはようございます。ただいまご紹介いただきました立川・国立地区交通

安全協会国立中央支部の秋田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

【事務局】  よろしくお願いします。 

【秋田委員】  普段は大学通りで文具店の店主をしております。文具の知識はございますけれども、

交通安全に関する知識は持ち合わせてございません。皆様からのご指導、ご協力を賜りながら、国立

市内の安全について微力ながらお役に立ちたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

【事務局】  よろしくお願いします。続きまして、同じく立川・国立地区交通安全協会国立南支部、

杉本委員。 

【杉本委員】  南支部、杉本です。どうぞよろしくお願いします。私は七小の見守りをやっていま

す。青果市場の青果市場東の交差点で２２日の７時半から７時５０分ぐらい立っていました。そこを

２０分間に１０トン以上のトラックが１３台、ダンプのトラックが１１台、ごみ収集の車が５台、タ

ンクローリーが１台、通りました。その道は、七小の子供たちが２０人、通ります。そのうち５人が

１年生です。国立市内の子供たちが等しく安全に通学できるように、そんなふうに願っております。

どうぞよろしくお願いします。 

【事務局】  よろしくお願いいたします。続きまして、国立市立小学校校長会、小菅委員ですが、

ちょっと遅れているようですので、次に、国立市立小中学校に在学する児童・生徒の保護者というこ

とで、蓬田委員、一言よろしいでしょうか。 

【蓬田委員】  第三小学校のＰＴＡ会長をしております蓬田俊子と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。本会でいろいろ勉強させていただいています。どうぞよろしくお願いします。 

【事務局】  続きまして、国立市商工会、渋谷委員。 

【渋谷委員】  商工会の会員の渋谷と申します。事務所は北口にお店を構えておりまして、日ごろ

はなかなかこういった地域貢献活動には参加できていませんが、今後頑張っていきたいと思っており

ます。交通安全ということで、車の運転免許は日ごろ、仕事柄、多いですが、私、安全運転に努めて

ゴールド免許を１０年以上保持していますので、引き続き頑張っていきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 
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【事務局】  よろしくお願いします。続きまして、国立市環境浄化協議会から伊藤委員。 

【伊藤委員】  伊藤と申します。昭和１８年から国立にいるものですから、いろんな地域活動をや

っております。防犯などでいろいろな会に入っていますんで、パトロールで毎月、市内を回っていま

すと、ほんとに国立は、交通のルールというのはほんとうに守られていないなと感じています。大人

の交通マナーが悪いと思っていますが、これを改善することは、なかなか大変です。子供たちも２，

３人で話して歩くと、歩道を横に広がって歩くことがあります。通学途中のおしゃべりは楽しいこと

もわかりますが、今は楽しいよりも安全に通学することが大切になっていると思います。よろしくお

願いします。 

【事務局】  よろしくお願いいたします。続きまして、国立市私立幼稚園協会、茂田委員、お願い

します。 

【茂田委員】  国立文化幼稚園の園長の茂田です。この審議会は、私は２回目かなと思います。園

長会で持ち回りにしていることから、今回から私が入ることになりました。うちの幼稚園の前は道が

狭いので、車に対して保育園が近くにあることを示す看板があります。また、送り迎えのときは自主

的に親が一方通行で通るようにしています。そうしないと、送り迎えの車が鉢合わせになってしまい、

動きようがなくなってしまいます。そのため、一方通行でぐるぐる回って、混乱が起きないよう配慮

しています。 

しかし、昨今、とても車が多くなりました。先ほどお話があったダンプなどが、うちの幼稚園の前

を通ると危ないです。将来的に道が拡幅されるように整備されると良いと思っています。また、変質

者もたくさん出る地域でございますので、もっとパトロールをやってくれると良いと思っています。

変質者が出没すると、ファックスで連絡がきますが、時間がたっていることもあります。やっぱり安

全は大切なので、頑張っていきたいと思います。よろしくお願いします。 

【事務局】  よろしくお願いいたします。続きまして、国立市私立保育園園長会、松﨑委員、よろ

しくお願いします。 

【松﨑委員】  北保育園の園長をしております松﨑です。よろしくお願いいたします。北地区は、

高架になってから、交通量が増えているので、今までみたいに大きな道路を危ないなと見ているだけ

はなく、生活道路も我がこととして捉えて交通安全に取り組んでいきたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

【事務局】  よろしくお願いいたします。続きまして、国立市手をつなぐ親の会、宇賀神委員、よ

ろしくお願いします。 

【宇賀神委員】  国立市手をつなぐ親の会の会長をしております宇賀神でございます。よろしくお

願いいたします。国立市の知的障害を持つ子どもの親の会です。子どもといっても、皆さん、だんだ

ん高齢になってきまして、大人の方ばかりです。ハンディキャップがあっても、市内で生き生きと暮

らしていくためには皆さんのご理解とご支援が必要なことと思っております。この会に参加させてい

ただくのは、３年目になりますけれども、親の会としての意見も申し上げつつ、こちらで勉強したこ

とをまた下におろしていくという活動をしていきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

【事務局】  よろしくお願いいたします。続きまして、国立市駅構内タクシー事業者から、原田委

員。 

【原田委員】  ご紹介賜りました原田でございます。我々の事業は安全が第一で、事故がなければ、
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仕事に充実感があります。ところが、事故でけがをさせてしまった、あるいは、逆にうちの社員やタ

クシー関係の他社の社員が大けがをしてしまったとか、そんな話を聞くと、事故を防ぐことはできな

かったのかなと思ったりします。それで、事故があった時には、自転車利用者、歩行者、それから、

我々の場合はお客様にもご迷惑をお掛けしてしまいます。ですから、この方々がやはりけがをしない

ことを願って、この会議は使命を持って参加しております。私がいないときは、うちの社員が参加さ

せていただいたりしていました。皆さんのお役に立てるようにと思っていますので、どうぞ今後とも

よろしくお願いいたします。 

【事務局】  よろしくお願いします。続きまして、市民委員であります遠藤委員。 

【遠藤委員】  ご紹介いただきました遠藤でございます。普段は埼玉県所沢市で、こちらの中島課

長と同じ、行政でまちづくり、再開発、区画整理を担当しておりまして、道路についても、かなり細

かいところまで気を使いながらまちづくりしているつもりです。それをこれから十分生かし、こちら

の審議会に参加していきたいと思います。また事務局のつらい立場もよくわかっているつもりでござ

いますので、これからご協力させていただきます。よろしくお願いいたします。 

【事務局】  よろしくお願いいたします。ここでバス事業者の松本委員がお見えになりましたので、

一言ご挨拶を。 

【松本委員】  遅れまして、申しわけございません。立川バス上水営業所で運行管理をしておりま

す松本と申します。皆様ご利用いただきまして、まことにありがとうございます。今、国立駅で大変

な思いをしてバスの運行をしていますが、一般車、また歩行者、自転車との事故を防止しながら運行

させていきますのでよろしくお願いします。 

【事務局】  よろしくお願いいたします。続きまして、市民委員であります市原委員。 

【市原委員】  この市ではないですけれども、ほかの市で小学校のサポーターをしておりまして、

子供たちと一緒に外に出る機会が多くあります。その際は、車には気を使っています。また、市内で

生活していましても、横断歩道で、こちらが渡ろうとしても、車がとまってくれないことがあります。

その他、いきなり自転車が自分の目の前を横断するという怖い目に何回も遭っています。ですから、

交通の安全対策というのは大切な命を守ることだなということを日ごろ感じています。よろしくお願

いします。 

【事務局】  よろしくお願いいたします。続きまして、国立市老人クラブ連合会、丸本委員。 

【丸本委員】  こんにちは。前任者の会長さんから引き継ぎまして、今年から委員にさせていただ

きました。今、高齢者の事故が多いですが、いかに安心できる交通環境を実現できるか、また、市民

の交通ルールの理解を深めることができるかが、今後の問題じゃないかと思っています。安心できる

交通環境に向け、一緒に励んでいきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

【事務局】  続きまして、立川消防署、阿部委員。 

【阿部委員】  こんにちは。日ごろから消防行政にいろいろご協力いただきまして、ありがとうご

ざいます。交通安全対策ということで、事故現場、交通事故の現場に出動して救助並びに傷者の方を

病院搬送、救急という立場で、安心・安全なまちづくりに協力ということで参加させていただいてい

ます。よろしくお願いいたします。 

【事務局】  よろしくお願いいたします。続きまして、国土交通省関東地方整備局相武国道事務所、

米山委員。 

【米山委員】  おはようございます。国道２０号の道路を管理しております国土交通省の日野出張
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所の所長をしています米山と申します。先ほどのお話のとおり、私どもは国道２０号の道路の管理を

行っております。昨今は自転車、特にロードバイクが多くて、車道を走るのか、歩道を走るのかとい

うふうな議論もあり、多様な交通安全の視点を持ちながら事業をしております。また、当方でも確認

していますが、皆様から道路脇の草、道路のでこぼこ、穴というところなど、いろいろと情報提供い

ただき、補修等しています。今後もそういうふうな中で皆さんにご協力をお願いするような場面があ

るかと思いますけれども、よろしくお願いいたします。 

【事務局】  よろしくお願いいたします。続きまして、東京都北多摩北部建設事務所、蛭間委員。 

【蛭間委員】  おはようございます。東京都の北多摩北部建設事務所の管理課長の蛭間と申します。

事務所は立川になりますけれども、国立市をはじめ北西側の１０市の都道の管理を行っております。

米山委員と同じですけれども、安全・安心な道路の整備・管理に努めてまいりたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

【事務局】  ありがとうございます。 

 では、最後で、学識経験者ということで、小嶋委員。 

【小嶋委員】  埼玉大学の小嶋です。土木の学科の中の交通の研究室で交通安全の研究をしており

まして、こちらの委員年数４年ということで、本当にお世話になっていると思っています。最初のと

きにご挨拶させていただきましたとおり、職場は埼玉大学ですけれども、出身は調布市でして、高校

も三鷹だったので、生まれたところ、育ったところの近くでこういった仕事に携わらせていただいて、

ほんとうにうれしく思っております。よろしくお願いいたします。 

【事務局】  よろしくお願いいたします。 

 次に、事務局ですが、昨年度とかわってはおりませんが、一応ここで紹介させていただきます。 

 都市整備部参事、江村です。 

【事務局】  都市整備部参事の江村でございます。日ごろから国立市政にご協力いただきまして、

ありがとうございます。また、交通安全にさまざまな形でご協力いただき、ありがとうございます。

交通安全に関しましては、行政だけでは対応がなかなか難しい部分があります。ぜひ皆様の力添えを

いただいた上で安全施策に取り組んでいきたいと思いますので、ぜひ今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

【事務局】  道路交通課長の中島といいます。私は今年で８年目になります。今回、交通安全計画

ができることになり、ほんとうに皆さんのご協力がこれから大事になるかなと思っています。という

のは、計画だけではなくて、いかにそれを実行に移すかというところが大事になってくるかと思いま

すので、皆さんのご協力をぜひ仰ぎたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、交通課長の長谷川です。 

【事務局】  交通係長の長谷川と申します。本年で３年目となりますので、引き続きどうぞよろし

くお願いいたします。 

【事務局】  交通係で交通安全を担当しております伊佐と申します。よろしくお願いいたします。 

【事務局】  以上でございます。 

 では、開会に当たりまして、同条例の６条に規定しております会長及び副会長ですが、こちらにつ

いては委員の互選で決めるということになっております。ぜひ私がやりたいというような方がおられ

ましたら、お手をお挙げいただけますでしょうか。 

 なかなか難しいと思いますので、事務局より、学識経験者として委嘱をさせていただいております
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埼玉大学の小嶋委員を会長に、立川・国立地区交通安全協会南支部の杉本委員を副会長に、それぞれ

推薦したいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

【事務局】  ありがとうございます。ご異義なしと認め、両委員に会長及び副会長をお願いしたい

と思います。 

 では、改めまして、小嶋会長、進行をよろしくお願いいたします。 

【小嶋会長】  会長を拝命いたしまして光栄です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 今、中島課長からおっしゃっていただいたとおり、今日もお配りいただいております立派な交通安

全計画が作られるということです。今、皆様に自己紹介をしていただいた中で、普段から市内の交通

が危険だとか、こうなればよくなるとか、子供がこういうふうに安全に歩けたらとか、皆さんの思い

が計画に反映される重要な時期にご参加いただいています。引き続き、お忙しい中、ここに集まって

いただいている中で、たくさんご意見をいただきながら会を進めさせていただければと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

【事務局】  よろしくお願いいたします。 

 小嶋会長、ありがとうございます。まず、前回の審議会で小嶋会長から、交通安全対策についての

絵本をお配りさせていただいております。こちら、後ほどスクリーンを使いながら説明もございます。

恐れ入りますが、スクリーン側の委員の方は、後ほど席をこちらのほうに移動していただければと思

います。 

【小嶋会長】  前回の会議でご紹介差し上げた絵本などを配っていただき、また、ご紹介の時間を

いただきまして、ありがとうございます。 

 こちらの絵本は、「スクール安全通学路Vision Zero」というタイトルで、表紙の下に国際交通安全

学会と書かれてあります。こちらの公益財団法人国際交通安全学会というところで交通安全の対策を

進めていくためのプロジェクトをやっておりまして、いろいろな交通安全の対策があるんだというこ

とを一般の皆様に知っていただいて、その中でどんどん話し合いをしながら対策を進めていっていた

だきたいと思って活動しています。そこで、子どもの対策から入って、保護者の方に一緒に家庭で話

してもらって、こんな対策もできるんだというメニューを知っていただいて、そこから、こんな対策

ができるんだったらやりましょうよと市役所の行政の方に働きかけていただきたいという思いでこち

らの絵本をつくっております。 

 お開きいただくと、最初、「通学路は、キケンがいっぱい」ということで、子供が危険な目に遭うよ

うな漫画から始まります。ここに出てくるボラちゃんは、ライジングボラードという対策をお答えす

る女の子でして、絵本をおめくりいただくとライジングボラードに変わります。この絵本の中にＱＲ

コードが出てきていますけれども、ＱＲコードでアクセスしていただくと、今ここの画面に出してい

るフレームサイトに行くことになっておりまして、いろいろな対策を紹介しています。絵本の中の絵

だけでなくて、写真や動画で紹介をしております。 

 ライジングボラードは、決められた時間にポールが上昇してきて、交通規制を守らないで入ってく

るような車がいないようにします。今、インターネットに上がっている動画を映しておりますが、こ

ちらは新潟市内の小学校の前のところです。朝になると交通規制が始まり、朝の７時半になると自動

的にポールが上がってきます。せっかく交通規制を朝の通学時間帯にやっても、そこのバリケードを

どかして入ってくるような車がいて、ボランティアの方とトラブルになったりしているという話もた
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くさん伺いますが、そういうところでこの対策があれば、有効かと思います。 

 ほかにも、このハンプという１０センチ道路の高さを盛り上げて車の速度を落とすものがあります。

車の速度を落とすのと一緒に、こちらの横断歩道の高さを盛り上げるものと組み合わせれば、子供が

渡るときに１０センチ、子供の背が上がります。この対策を行う立川の小学校の教頭先生に伺ったと

ころ、１０センチは小学生の子供の２学年分ぐらいだということです。そのぐらい背が高くなると車

からも見えやすくなるということで、この点でもいいというようなご意見もいただきました。ハンプ

やライジングボラード、ほかにも、車が通る道を狭くして車の速度を落とすといったような対策を紹

介しております。 

 もっと楽しんで学んでもらいたいと考え、絵本の真ん中には双六をつけて、双六をしながら安全対

策を学んでもらえるようになっています。子どもから保護者に伝わってほしいという願いがございま

して、文字ばかりのページが最後のほうにあります。「通学路総合交通安全マネジメントとは」という

ページをご覧ください。小学生には読めないのではないかと思われるかもしれませんが、こちらは実

は小学生の保護者の方に読んでもらいたいと思っています。これをヒントにして、問題を抱えていら

っしゃる方が意識を共有して、ワークショップを行って、市の方、地域の方、警察、交通事業者の方

と一緒に共有しながら対策を進めていくということをしたらいいのではないかと思います。 

 ウエブサイト上で、この絵本の内容もご覧いただけるようになっておりまして、白黒でしたらそれ

ほどお金もかからずプリントアウトして皆さんで見ていただくこともできるかと思いますので、ぜひ

活用できるところがございましたら、お使いいただければ思い、ご紹介させていただきました。あり

がとうございます。 

【事務局】  小嶋会長、ありがとうございます。何かご質問はございますか。 

 特になければ、皆さん、お席に戻っていただきまして、本来の議題に戻らせていただきたいと思い

ます。小嶋会長、ありがとうございました。 

 それでは、次第に戻りまして、進行を小嶋会長、よろしくお願いいたします。 

【小嶋会長】  それでは、いただいた次第に沿って進めてまいりたいと思います。次第の３番の報

告事項、平成３０年度通学路合同安全点検結果について、事務局からお願いいたします。 

【事務局】  そうしましたら、報告事項に入る前に、資料の確認をさせていただければと思います。

まず、皆様のお手元に次第があるかと思います。その次に名簿、本審議会の設置条例、資料１、通学

路の安全点検状況というＡ４の横のプリントになります。それから、最後に、資料２、国立市交通安

全計画（素案）でございます。過不足等、ございますか。よろしいでしょうか。 

 そうしましたら、資料の説明に移らせていただければと思います。 

 資料１をごらんください。通学路の安全点検状況でございます。こちらは前回、平成３０年度の最

後の審議会でご説明をさせていただいておりますが、教育委員会で作成している資料になります。こ

の中で、立川警察署でご担当いただいている部分について、わかりにくい記述があり、当方から立川

警察署にお伺いして来ましたので、ご報告をさせていただければと思います。 

 まず、３ページ目をごらんください。これは一小からの要望になりますが、通し番号１３番です。

一小のＰＴＡの方々からのご要望としましては、幸楽苑前の交差点の車の侵入速度が速いため危険と

いうことで、信号の時間を長くしてほしいというご要望を立川警察にいただいていたというところで

ございます。立川警察の交通規制係にお話を伺ったところ、担当が別の部署になってしまうので、担

当部署に相談をしたいとのご回答をいただいております。 
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 それから、ページをおめくりいただきまして、４ページ目、通し番号１５です。こちらは藤波タオ

ル付近で、車の駐車が多いということでした。見通しが悪くなってしまい、事故の危険があるとのこ

とで、取り締まりをお願いしたいというご要望をいただいております。こちらの回答は、人員体制の

問題もあるので、常時取り締まりを行うことは難しいため、違法駐車があった場合、１１０番してい

ただけるとありがたいということでした。 

 １６ページをご覧ください。第四小学校の依頼になります。通し番号８番をごらんください。高架

下のセブン－イレブン前において、横断歩道が欲しいというご要望を立川警察にいただいています。

こちらは、近くに横断歩道があるため、交通量を考慮すると、今回のご要望は見送らせていただきた

いというご回答をいただいております。 

 それから、通し番号９番、プレシス国立付近の交差点でスピードを出す車が多いため、信号が欲し

いというご要望をいただいております。こちらもすぐ近くに信号機があるということから、こちらの

ご要望も難しいということでお話をいただいてはおります。ただ、こちらの場所は、市で４月から黄

色い横断旗を設置しております。 

 ページをおめくりいただきまして、１７ページをご覧ください。こちらは北２－３６の前の交差点

で、交通量が多く、危険であるため、信号機などの設置のご要望をいただいておりました。こちらも

交通量からすると設置が難しいということで、ご回答はいただいてはおります。市では、近くに横断

歩道があるので減速をしてほしいという旨の看板を設置して、車に対して減速を促すように対策をし

ているところでございます。 

 ２６ページをご覧ください。第六小学校からのご要望です。横断歩道が交差点でＬ字のように引か

れているところがありますが、これをロの字にしてもらえないかというご要望になります。前年度も

ご要望をいただいていたようですが、立川警察に話を伺ったところ、こちらにロの字に設置すると市

民の玄関前に設置することから、横断歩道の設置は難しいということです。また、ロの字型の横断歩

道の場合、運転手が進行方向に向かって２カ所の横断歩道を確認しないといけないということになり

ます。そうすると、見落としのリスクがあるため、今はロの字では横断歩道を設置はしていないとい

うところから、こちらの要望は見送りとさせていただきたいとご回答をいただいています。 

 こちらの通学路の安全点検状況につきましては以上になります。 

【小嶋会長】  ご説明、ありがとうございました。ご説明いただきました。委員の方々、皆様から

ご意見、ご質問がございましたら、いただければと思います。いかがでしょうか。 

【市原委員】  「交通量を考えると、今回のご要望は見送らせていただきます。」というのが何件か

ありますが、基準はありますか。 

【事務局】  警察庁の指針になりますが、おそらく１時間で３００台程度だったかと思います。 

【市原委員】  基準に満たない場合、見送りになっている訳ですね。 

【事務局】  信号機の設置の条件は何点かありまして、信号待ちする人のスペースが必要等ありま

す。これは警視庁のホームページでも検索できるかと思います。ただ、例外的につける場合もあるよ

うです。今日は立川警察署の青山委員がいないので、詳しいことはお話できず申し訳ありません。 

【市原委員】  ありがとうございました。 

【小嶋会長】  いかがでしょうか。 

【原田委員】  １６ページの通し番号８番です。この道路は３０キロで、タクシー事業者の車両も

速度を出しているようですが、横断者が多いかと思います。横断歩道の設置に向けて、我々に協力で
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きることがあれば、業界に対しては指示を出しますので、よろしくお願いいたします。また、信号機

の設置基準を立川警察からお聞きして、教えていただければと思います。 

【事務局】  先ほどのセブン－イレブンの横断歩道の設置は、市としても、保育園があるため、ぜ

ひ、つけてほしいと再三申し入れを行っているところでございます。交通量が少ないという判断だっ

たのかなと思っていますが、私どもも、つけていく方向で再度検討してもらうように引き続き協議を

行っていきたいと思っています。 

 信号機の設置の条件というのを皆さんにお示しできるようにしたいと思っています。 

 以上です。 

【小嶋会長】  いかがでしょうか。よろしいでしょうか。また何かありましたら、この会議の後に

事務局に問い合わせていただくことは問題ないでしょうか。 

【事務局】  はい。この通学路点検の主体は、教育委員会ですけれども、私どもは、この審議会の

窓口になっておりますので、ご質問等あれば、事務局までご連絡いただければと思います。お時間を

いただくかもしれませんが、ご回答するようにいたしますので、よろしくお願いいたします。 

【小嶋会長】  ありがとうございます。 

 よろしければ、次の議題に移ってもよろしいでしょうか。 

 そうしましたら、国立市交通安全計画（素案）の議題に移りたいと思います。事務局からお願いい

たします。 

【事務局】  交通安全計画については、本日、諮問をさせていただきますので、参事の江村から小

嶋会長に諮問書を提出させていただければと思います。 

【事務局】  それでは、諮問書を提出したいと思います。国立市交通安全対策審議会会長、小嶋文

様。諮問書、国立市交通安全対策審議会設置条例第２条第２項の規定に基づき、下記の事項について

貴審議会のご意見をいただきたく諮問をいたします。議案、国立市交通安全計画について、平成３１年

４月２５日、国立市長、永見理夫。どうぞよろしくお願いいたします。 

【事務局】  それでは、資料２の交通安全計画の素案の説明に入りたいと思います。前回から主に

変わったところについてご説明をさせていただければと思います。 

 まず、ページをおめくりいただきまして、１ページ目をごらんください。第１章の「はじめに」の

１、計画策定の主旨というところで、内容を少々変更しております。読み上げますと、「国立市では、

市民をはじめ市にかかわるすべての人の命・尊厳・生活を大切にし、互いに尊重し合い、いきいきと

活動しやすい環境を作ることをまちづくりの本旨としています。近年、東京都内における交通人身事

故件数は、減少傾向にあるものの、市内における交通事故件数は、増加傾向であり、市民の安心・安

全を脅かしています。また、複雑化・多様化する現代社会においては、従来どおり、道路整備や交通

規制を進めるいただけではなく、市民一人ひとりが交通安全意識を高め、市、関係機関、市民が協力

し合い、一体となって取組むことが必要です。そこで、高齢者、しょうがいしゃ、子ども等の交通弱

者も安心して移動できる交通事故のない安心・安全なまちを実現するため、本計画を策定し、交通安

全施策を推進します。」と記載をさせていただいております。 

 隣の２ページの４番の本計画の目標でございます。交通事故の件数を１８０件以下に設定をさせて

いただいています。こちらの設定理由ですが、本文の３段落目の米印のところをご覧ください。「国立

市の人口１０万人当たりの事故件数は多摩地域では５番目に多いことから平成２９年の事故件数を基

に、人口当たりの事故件数を多摩地域の平均程度とする」ということを目指して、１８０件以下に設
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定しております。 

 下にイメージ図を記載させていただいております。今、こちら、和暦の表記のみということになっ

ておりますが、わかりやすく西暦の表記も入れたいと考えております。 

 次のページ、３ページ、４ページ目では、計画の推進について、記載しております。国立市、教育

委員会、立川警察署など、計画の推進主体についての記載をしています。市としては、本計画を推進

する上で中心的な役割を担い、地域の交通状況や住民生活の実態を踏まえ、ハード、ソフト両面から

各施策の実施をしていきたいと考えています。また、施策の実施に当たっては、関係機関との調整が

必要になりますので、市は関係機関と円滑に意思疎通を行い、効果的な施策を速やかに実施していき

たいと考えております。そのほか、教育委員会、立川警察署、国土交通省相武国道事務所、東京都北

多摩北部建設事務所、立川消防署、事業者・ボランティア、市民の役割について記載しています。 

 ５ページ目、第２章が交通事故の分析です。こちらの文章は、今回、初めて入れておりますが、「市

域の骨格を形成する主要な道路網として、市北部をＪＲ中央線が、中央部を南武線が東西に横断し、

市内には３つの鉄道駅が設置されているほか、市南部には中央自動車道・国立府中インターチェンジ

及び国道２０号日野バイパスが位置しております。」という記載をし、交通網についての説明をさせて

いただいております。 

 人口の推移や年齢は、これまでと同様になります。 

 今回、変わっている点としましては、１５ページ目をご覧いただければと思います。ここについて

は、事故発生件数に関する他市との比較を盛り込んでおります。それぞれ人口１０万人当たりの事故

の件数、面積、道路という観点から分析をしております。例えば、１６ページ目をごらんいただきま

すと、人口１０万人当たりの事故件数を記載しております。これをご覧いただきますと、多摩地域の

２６市の平均より国立市が高い状況になっております。１６ページの下には面積からの分析になりま

すが、これも２６市の平均よりも高くなってしまっています。 

 １７ページは、道路１キロメートル当たりの事故件数ですが、国立が高く出てしまっている状況に

なっております。ここについては、もう少々、記載を増やしていきたいと考えております。国立が高

い数値が出てしまっているという原因としましては、市内が碁盤の目のようになって、信号機のない

交差点などもあることが原因の１つになっているのかと思っております。 

 １８ページをご覧ください。こちらは負傷者の割合になります。表１０が年齢別の人口の割合です。

表１１が年齢別の負傷者の人数と割合になっております。特に１５歳～６４歳の負傷者の割合が、人

口の割合に対して高くなっています。 

 それから、２５ページの８番の交通事故発生箇所をご覧いただければと思います。平成２７年から

２９年の事故の発生箇所のうち、負傷者を黄色の丸で記載をしております。交差点付近などで事故が

多い状況になっております。これは一見すると幹線道路で事故が多いようには見えますが、拡大して

大きく見ると、幹線道路に合流するところや近くの小さな道での事故になっております。 

３２ページをご覧いただければと思います。重点課題の章になります。「当市の交通事故の状況を踏

まえ、以下の４つの重点課題を掲げ、市は、関係機関・市民と協力して交通安全施策を推進すること

により、これを通じて、国立にずっと『住みたい』『住み続けたい』と思ってもらえるような安心・安

全なまちの実現を目指していきます。」ということを記載しております。ここについても、もう少し内

容を最終的には盛り込んでいければと考えております。 

 重点課題としては、これは前回と同様になりますが、子どもの交通安全の確保、高齢者の交通安全
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の確保、歩行者の交通安全の確保、自転車の安全利用の推進という４つを掲げています。 

 それから、３４ページ以降に、基本方針と具体的な施策を盛り込んでおります。基本方針の１は、

交通安全意識の啓発になります。具体的施策の１番は、交通安全教室になります。 

 それから、ページをおめくりいただきまして、２番が交通安全運動、３番が運転免許の自主返納及

び運転経歴証明制度の普及、４番が交通指導員の育成、５番が自転車用のヘルメットの着用の促進で

す。６番は、今回初めて記載をさせていただいております。外国人・しょうがいしゃの交通安全です。

外国人の方の場合、言葉の問題もありますので、ルールがわからない方もいらっしゃるかと思います

ので、そうした方への啓発ですとか、しょうがいしゃの方向けの交通ルールや危険の把握についての

啓発を行っていきますということを記載しております。 

 それから、基本方針に道路交通環境の整備です。こちらも順に具体的施策を記載しております。１番

が道路の整備・改良でございます。①は、歩道等の整備です。「歩行者の視点に立って道路交通の利便

性の向上を図るため、道路の段差解消、歩行者と自転車の通行空間の分離、浸水性に優れた舗装の導

入等により、高齢者やしょうがいしゃを含むだれもが安心で安全に通行できる道路のユニバーサルデ

ザイン化及びバリアフリー化を推進します。」ということを記載しております。 

 ３７ページをご覧ください。②番は、横断歩道、信号機について、記載しております。視覚しょう

がいしゃが、横断歩道を安全に通行する上では、横断歩行の手がかりとする突起体が有効ということ

でございまして、図１６の横断歩道にあるものです。 

 さらに、しょうがいしゃの方が横断歩道を安全に通行する上では、信号機の横断時間の調整、音響

式、歩車分離信号の設置が有効です。こちらは立川警察署と検討していきたいと思っています。 

 それから、③番の隅切りです。交差点の見通しを確保するため、次の図１８のように、角地に隅切

りを設置することで、交差点の安全性が向上します。特に、東・中・西地域は、隅切りの未整備箇所

が多いため、具体的な整備の手法について検討します。また、隅切り用地の確保のほか、ブロック塀

を低い植え込みにすることで、運転手の視界を広げる住宅地と安全緑地化という手段もありますので、

こちらについても検討を進めたいと思います。 

 それから、④は、自転車の走行空間について記載をしております。 

 ⑤がハンプ、狭さく、ライジングボラードということで、先ほど小嶋会長からご説明があったこと

についての記載になっております。 

 ⑥番が道路照明の話になります。 

 次の４０ページをご覧ください。こちらは看板や横断旗の設置について、記載しています。写真は

横断旗の缶と横断旗になっております。 

 ３番が公共交通の利用促進です。「市民の交通環境の利便性を高める上では、鉄道のほか、バス、タ

クシー等の公共交通の利用促進が必要です。高齢者やしょうがいしゃにとって、移動が外出の阻害要

因となることのないよう、コミュニティバス及びコミュニティワゴンを含む公共交通や福祉交通の広

報活動等もさらなる充実を図るとともに、コミュニティワゴンについては本格運行に合わせて愛称の

決定や車両ラッピングなどを行うことで地域へ愛着をもつことを推進していきます。また、公共交通

を担う事業者は、事故防止に向けた社内研修を実施する等の取組みを行い、従業員に対する交通安全

教育を推進します。」ということを記載しております。 

 下の写真は、コミュニティワゴンとコミュニティバスの写真になっております。 

 それから、４１ページですが、こちらは、４番はコミュニティサイクルのことになっております。 
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 それから、５番の鉄道踏切等です。「市内の南武線踏切は１７ヶ所もあり、公共交通の利便性や防災

面のほかに、踏切を通学する児童や徒歩で外出する高齢者にとっても大きな課題となっております。

ＪＲ南武線と道路の立体交差化等により、踏切事故や踏切遮断による交通渋滞を解消し、より安全で

快適な歩行・交通環境の整備を図ります。」ということをしております。 

 ６番が駅の施設です。こちらは、「高齢者、しょうがいしゃ等の安全利用にも十分配慮し、段差の解

消、ホームドア又は内方線付き点字ブロック等による転落防止設備の整備等によるバリアフリー化を

促進します。」ということで記載をしております。市以外の方にご担当いただくところについては今、

促進しますという文言で記載をさせていただいております。 

 それから、基本方針の３番でございます。交通秩序の維持・向上ということで、具体的施策としま

しては、１番の取り締まりです。こちらは立川警察でご担当していただくということになります。 

 ２番が放置自転車の抑制です。 

 ３番が自転車駐車場の整備です。 

 ４３ページに行きまして、４番にゾーン３０の設置です。 

 ５番が、飲酒運転の根絶。６番がスクールゾーンを活用した児童の安全確保でございます。こちら

は、スクールゾーンの設置のほか、設置後についても侵入禁止時間に侵入する違反車両も見受けられ

るため、その対策も考えていきたいということを記載しております。 

 それから、４４ページが点検・救急体制ということになります。具体的施策としましては、１番が

通学路点検です。先ほどの資料１の内容になります。２番が重傷事故発生道路の点検です。それから、

３番が救助・救急体制です。「都市整備の進展や市民生活の多様化、高齢化等に起因すると思われる交

通事故形態の変化により、救急・救助活動もより高度な対応が求められています。負傷者を安全、確

実、迅速に救護するため、救助・救急体制の充実に努めていきます。」ということを記載しています。

こちらは立川消防署にご担当いただくというところになっております。 

 ４５ページが課題と具体的施策の対応表になっております。 

 ４６ページが今後の取り組みということでございまして、「誰もが安心して移動できる安心・安全の

まちづくりを実現するため、下記のような手法で計画の推進に取り組んでいきます。」ということを記

載しています。ＰＤＣＡサイクルマネジメントによる計画の進捗管理を行います。本計画の推進に当

たっては、計画に基づいた対策の実施のみで終えることなく、計画、実行、評価、改善の各項目を周

期的に行っていくＰＤＣＡサイクルに基づいて次期計画に反映させていきます。また、必要に応じて、

適宜、点検・評価を行い、有効な対策の実施につなげていきます。このＰＤＣＡサイクルの活用の進

捗状況は交通安全対策審議会などで報告を行い、継続して実施していきますが、今後の社会情勢の変

化や新たな課題にも柔軟に対応できるよう、次期計画策定に反映させていきたいと考えております。 

 文言等については、最終的には少々修正を行う予定です。こちらの計画の素案の内容については、

以上になります。 

【事務局】  すいません。補足でございますが、今後の交通安全計画の策定スケジュールとしては、

交通安全対策審議会に諮問させていただきました。６月の建設環境委員会、議会にこの素案を報告し

てご意見をいただき、６月から７月にかけてパブリックコメントを実施していきたいと考えています。

庁内検討会を経て、９月の中旬に、こちらの交通安全対策審議会で答申をいただきたく思っています。

いただいたものを国立市では案として庁議に付議して計画策定を策定し、その後、東京都に報告をし

ていくというよう流れにはなっております。 
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 そのため、９月の中旬ぐらいまでにこの素案を計画に決めていきたいと思っておりますので、８月

を目安に、ご意見等がございましたらご連絡いただければ、修正できるところについては検討してい

きたいと思っておりますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 それから、事故の件数からすると、国立市は２４０件程度で、八王子市は１,７２９件となっており

ますので、国立市はどちらかといえば、下位のほうですが、人口割や面積割などからすると、国立市

は事故が多いということになります。この理由ですが、先ほど担当から、碁盤の目になっていること

が考えられると説明がございましたけれども、国立市には、信号機がない場所や区画整理がされてい

ない場所もございます。信号機のない十字路やＴ字路も多いです。また、道路幅員が５.４５メートル

くらいしかない生活道路の場合、歩行者、自転車がすぐ渡れる距離ですので、左右を確認しないで、

出会い頭で事故に遭うというケースも結構あります。南部では、隅切りが設置されていないところが

結構あります。道幅が狭い狭隘道路から広い道路にぶつかるところに、昔のブロック塀が多いという

こともあり、死角になってしまっています。そういったところで事故が結構あるのだろうと分析して

います。 

 今回の目玉の取組みとして、隅切りの確保を積極的に動いていきたいと考えています。これは用地

の買収も含めてなかなかハードルは高いだろうとは思っていますけれども、これが最善な策ではない

かと思っています。市も頑張ってこの計画に基づいて事業を進めていきたいと考えています。 

【小嶋会長】  ありがとうございました。それでは、委員の皆様からご意見、ご質問をいただきた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

【原田委員】  大分前から話をさせていただいていますが、検討していただけないことがあります。

大学通りの自転車レーンを走らず、車道を走る自転車があります。皆さんはご経験ありませんか。違

反ではありませんが、危ないと思います。これを防ぐためには、一方通行のままでいいですから、花

壇を外して、ガードレールにしていただいくことが良いと思います。 

 大学通りをゆっくり走りたい自転車もあれば、通勤・通学で急ぎたい自転車もあります。この両者

を満足させるためには花壇を外し、道幅を拡幅し、追い越しができるようにする必要があると思いま

す。一方通行を解除することは、難しいと思いますが、花壇は外していただきたいです。 

 また、花壇の維持には、毎年相当なお金がかかっています。税金を相当投入して年に数回、手入れ

をしていただいていますけど、ガードレールにすることによって、この費用はかからなくなります。

花壇の花がきれいというのは、あるかもしれませんが、花壇があることで、見通しが悪くなってしま

います。この課題はどうして進まないのか、お話をしていただければと思います。 

【事務局】  前にも何回か、お話をした経過があると記憶をしていますが、現在、大学通りの自転

車レーンは、東京都の管理道路になっております。現状、自転車レーンの舗装がかなり劣化している

ということ、フラワーポット、自転車レーンですので車と同じ一方通行になっていることに関する議

論があるのかと思います。そのほか、歩道を走行する、自転車レーンを逆走する自転車が多いという

ことで、議会で意見が出まして、陳情が採択されているということもございまして、東京都と平成

２９年度ぐらいから、協議を行い、３０年度に協議書を取り交わしております。双方向についての検

討、フラワーポットについては撤去する方向で今、動いています。ただ、延長も長いことや緑地帯の

生け垣の問題もありますので、どのように整備すればよいのかということも含めて検討しています。

これは今、動いている話になります。ただ、現段階では、まだ警視庁協議が済んでないということも

あって、具体的なことはお示しできませんが、年度内にはある程度の方向を皆様にお示しできるので
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はないかと考えていますので、もうしばらくお待ちいただければと思っています。 

【原田委員】  それを計画に記載することは、できないでしょうか。 

【事務局】  東京都と協議中ということや他の取組みの記載とのバランスなどもありますので、ど

こまで具体的に記載するかということ問題はありますが、検討していくことは可能かと思います。交

通安全計画のほかに、自転車安全利用促進計画の策定を予定していますので、今言われた大学通りの

件について取り上げることを検討していきたいと考えております。交通安全計画と自転車安全利用促

進計画の両方で市内の快適で安全な通行環境を創出していきたいと思っております。自転車の計画も

今、素案をつくっている段階ですので、ある程度作成したら、皆さんにご報告していきたいとは考え

ております。 

【原田委員】  ありがとうございます。よろしくお願いします。 

【遠藤委員】  先ほどスケジュールのご説明をいただきましたが、確認させてください。本日、諮

問ということですが、その後、６月に、委員会報告、パブリックコメントという流れになっていると

のことですが、パブリックコメントで寄せられた意見は、我々に伝わってくるのでしょうか。また、

答申を出す時期が９月ということですが、これまでに私どもから個別に意見を出すようになるのか、

それとも審議会を開催して意見を集めるのかを教えていただければと思います。 

【事務局】  失礼いたしました。例年、いつも８月に交通安全対策審議会を開いておりますので、

その中でこのパブリックコメントの集計したもの、議会からの意見等を踏まえて、審議会にご報告を

させていただいて、ご意見をいただく予定です。 

【遠藤委員】  ありがとうございます。 

【小嶋会長】  それでは、ほかの方からはいかがでしょうか。 

【蓬田委員】  １カ月ぐらい前のニュースで見ましたが、中学校でスケアード・ストレイトを実施

中に、スタントマンが死亡した事故をニュースで見ました。子どもの前で実際、死亡事故が起きてし

まったというニュースに衝撃を受けました。私は、去年、市民まつりでスケアード・ストレイトを見

させていただいて、非常に勉強にはなったものの、やっぱりどんなことも１００％事故がないとは限

らないですし、安全に配慮していただけると有難いと思いました。 

【事務局】  実はこのスケアード・ストレイトの事故の件ですが、２６市の交通安全協議会があっ

て、その中でもやはり話題になったところです。詳しい情報を持っている市もございまして、聞いた

話によると、スタントマンと言っても、２種類あるみたいです。一般的なスタントマンの業者のほか

に、パフォーマンスに重点を置くスタントマンの業者があり、事故を起こしたのは後者のようです。

バンパーにしがみついて、そこから離れる演技をするはずだったようですが、そのまま巻き込まれて

死亡したということです。こうしたメニューは、私どものカリキュラムには入っていません。 

 本当に危険なところは、人形で対応しています。ただ、そうは言っても、学校で実施する際には、

細心の注意は必要かと思っています。事故を経験している子どもの場合、トラウマになっていること

もありますので、その辺は注意していきたいと思っています。 

【事務局】  １点補足でございまして、今年度も例年どおり市民まつりと、三中で、予定していま

すけれども、スタントマンが事故に遭ったふりをするシーンがあります。そのシーンは、今回は自重

していただくとも考えています。 

 以上です。 

【事務局】  それから、次回の市民まつりでは、高齢者向けのメニューを初めて行う予定です。そ
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ういった点で、刺激としては今までよりも弱いものになるかもしれません。 

【小嶋会長】  ありがとうございます。今のお話と素案の３４ページの②番に関わるのだろうと思

いますが、②番のスケアード・ストレイト方式による交通安全教室に書かれている中身のところをも

う一度、見ると、スケアード・ストレイトが重要というよりは、市民まつりや学校など、市民の目に

多く触れるところで安全教室を行うことが重要なのだろうと思いますので、記載を少々変えてもいい

のかなと思いました。これから新しい交通安全教室の方法も出てくることもあるかもしれないので、

それにも対応できるとよいかと思います。 

【事務局】  内容については、検討させていただければと思います。 

【小嶋会長】  委員の方が、ほかの方にこの資料を見せたいなということもあるかと思いますが、

そういう場合には印刷版をいただくこともできますか。 

【事務局】  ご希望があれば、事務局までご連絡ください。大量には難しいですが、１０部程度で

あれば、ご用意できると思います。 

【小嶋会長】  ありがとうございます。 

【渋谷委員】  １８ページの表について質問したいと思いますが、負傷者数を減らすということで

言うと、個人のマナーやモラルの向上が必要だと思います。例えば、１５歳～６４歳では、幅が広い

のではないかと思います。例えば、１５歳にモラルアップを推奨するのに、私と同じ４０歳ぐらいの

年代が同じ内容ではなく、ピンポイントでそれぞれの年代に合わせた啓蒙活動を行うということを考

えてもよいのではないかと思いました。 

 先ほど会長がおっしゃっていた絵本は、子供から親世代に伝えていくということであったかと思い

ます。例えば、その取組みの結果を分析する上では、０歳～１４歳は表に出ていますけども、１５歳

～６４歳という区切りをもう少々細かくしてもよいのかと思いました。 

【事務局】  どこまで細かく年代を分けるかということでは、出典元の資料などを踏まえて、検討

していく必要があるかと思っています。また、高校生、大学生の事故も全国的にはあるようなので、

こうした年代に対しても学校とも協力して何かしらのアクションを起こしていきたいと思っています。 

【小嶋会長】  ありがとうございました。 

【伊藤委員】  国立市内には私立の学校も多いですよね。交通安全については、市立学校の子ども

にも学んでいただきたいと思っています。私は、八小で子どもたちと、５月に安全マップの作成のた

め、４年生と一緒に歩きます。安全マップというのは、交通と防犯の両面から作成しています。子ど

もたちに「ここは危ないところだから気をつけなさい」ということを教育しています。このマップを

もとに、４年生が全校生徒に発表して教えています。これは市立学校でも行っているのでしょうか。

また、二小と八小でもやり方が異なります。この点は、教育委員会にも伝えていますが、統一した方

法で教育するのがよいのではないかと考えています。 

【蓬田委員】  上の子が国立学園に通っておりましたが、駅周辺や富士見通りの歩き方については、

指導が非常に厳しかったです。４月は保護者が各ポイントに立って、車道に子どもが飛び出さないよ

うに指導していました。 

 それから、電車で通う子が非常に多いため、ＪＲや駅利用者に非常に迷惑をかけないように、構内

にも先生方を配置しています。昨日も２人ほど見かけました。４月は１年生が登校することもあって、

気を付けているようです。 

【伊藤委員】  公立はどうでしょうか。 
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【蓬田委員】  ３年生は、交通安全協会の方にも参加いただいて、自転車教室を実施しているかと

思います。 

【伊藤委員】  やっていますね。私立はどうでしょうか。 

【茂田委員】  うちは毎年６月にやっています。立川警察に来てもらい、親と一緒に外に出て、手

をちゃんとつないで確認しています。 

【伊藤委員】  市は、私立についても把握していますか。 

【事務局】  交通安全マップについては、作成されていると聞いたことはあります。公立では行っ

ているようですが、やり方は統一されていないようですね。保存している学校もあれば、特段、して

いない学校もあるようです。こうした事情もあり、この計画にいかせなかったということもあります。

ただ、少なくとも、交通安全に関する教育は行っているとのことです。 

 また、私立については、私どもも把握はしていないので、今後、ヒアリングを行うことを検討して

いきたいとは思っています。 

【蓬田委員】  幼稚園への送り迎えのバスを使う方が、非常に多くなっていると思います。そうす

ると、日常の中で、子どもが交通安全について考える機会が少なくなると思いますので、保護者の方

が一緒に歩いて、幼稚園の間に交通安全についての意識を高めることも必要ではないかと思っていま

す。小学校に入学すると、歩いて通うことになりますので、その前の準備が大切かと思います。急に

飛び出すなど、道路を道路と思っていないような子どももいますので、私も自分の立場でできること

はしていきたいと思います。 

【事務局】  小さいときから、交通のマナーを覚えることは、重要なことだと思います。先日、市

内の保育園から、私どもに交通安全の講習会を行ってほしいという依頼がありましたが、そういった

ご依頼があれば対応はしています。今回は、保護者向けになりますが、こうした機会に保護者の方に

交通ルールを覚えてもらえるのは、非常に良いことだと思います。 

また、小学校低学年で自転車教室を行っている理由としては、そのぐらいから自転車に乗り始める

からということになります。「自転車は自動車の仲間だよ」ということから、教えています。 

【事務局】  そのほかにご意見ございますか。 

【秋田委員】  ３３ページの４番、自転車安全利用推進のところですが、残念ながら、市内の自転

車の事故は増加傾向にあるとのことでした。先ほどの原田委員のご意見のとおり、今日ここには、車

で大学通りからさくら通りを通ってきましたが、車道を走っている自転車の方が４名から５名ほどい

らっしゃいました。大学通りの入り口に白バイが一時停止の取り締まりをされていらっしゃいます。

一方、車道を走っている自転車への指導ないかと思います。また、ロータリー内に入ってくる自転車

も非常に多くて、ロータリー内での接触事故というのをよく目にします。交番のお巡りさんたちも、

それに対して指導をすることはないかと思います。こうしたことに対して、市と警察はどのような連

携をされているのでしょうか。 

【事務局】  まず、自転車が、大学通りの車道を走ることは可能です。ただ、車と同じ向きで走る

ことが必要です。先ほど原田委員が言われたように、大学通りの自転車レーンにフラワーポットがあ

ることもあり、自転車道と思われる方が逆走することがあるようです。昔は逆走が大変、多かったで

すが、分看板等の効果が出て、今は逆走する方が、少なくなってきたと思っています。 

 それから、警察との連携ですが、春秋の交通安全週間などでは、交通安全協会を含めて、行ってお

ります。ただ、そのほかのイベント以外では、申しわけないですが、連携は少なく、今後の課題かも
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しれません。 

また、この計画の中でも、自転車の計画でも、取り締まり強化についての記載があります。取締り

に当たっての連携は、月１回になるか、２カ月に１回になるか、わかりませんが、適切に行っていき

たいと思います。 

【秋田委員】  ありがとうございます。 

【原田委員】  毎年、幼稚園と保育園には春に、模造紙ぐらい比較的大きい交通安全のポスターを

送っていますが、使われているようでよかったです。 

【事務局】  ポスターやチラシは、有効な手段ではあると思いますが、効果としては、悩んでいる

ところもあります。また、外国人が、国立でも増えてきましたが、外国人向けに交通ルールをわかり

やすく説明する方法を検討していきたいと思っています。それから、障害をお持ちの方も安全に通行

できるような環境を創出していきたいと思っています。いろいろな取り組みが必要であると思います

ので、皆さん、情報があったら私どもに教えていただければと思っています。 

【伊藤委員】  市内には、自治会もたくさんありますが、「自治会に入りたくない」、「自治会がない

から国立に引っ越してきた」、「近所づき合いの必要性を感じない」という方がいます。そういう方が

多いと思います。 

それから、大田区、新宿区、板橋区などは、自治会や商店街が、国立よりも連携していると思いま

す。国立は、連携が少ないです。交通安全協会や防犯協会などの連携が少ないように感じます。それ

から、児童の登校時、見守りなどをやってくれている方いますが、こうした取り組みにＰＴＡの中で

も賛成、反対あるようです。私は、昭和１９年から国立にいまして、昔はもっと連携があったと思い

ます。人口が今より少なかったこともあり、安心・安全の問題に市民同士で協力して、取組んでいた

と思います。ところが、どんどん人口が増えたことで、考え方が異なる人も増えたのだろうと思いま

す。 

また、私立小学校の場合、電車での通学になりますから、その親が国立まで見送るということはな

いでしょう。これは答えがないような難しい問題になりますが、国立の地域のお母さん方が、私立学

校へ行っているお母さん方に協力を仰ぎたいと言っても、「何で私たちがそんなことをやらなきゃいけ

ないのか」となってしまってしまうようです。 

ちなみに、私も自治会をやっていますが、地域のための取組みに対して「何でそういうことをやら

なきゃいけないのか」というスタンスの方が、会長でもいます。だから、役所も苦労していると思い

ます。市民全体のチームワークもよいものとは、言えないです。原田さんも古いから、よく知ってい

ると思いますけど、難しいところですね。 

【原田委員】  伊藤さんは大先輩です。ちなみに、今、私は更生保護の評議員をやっていますけど、

更生保護の施設が、東京都に１９あり、そのうちの１つが国立にあります。近所の人でも知らない方

がいると思います。前科４犯の方までがいて、国立の施設には１５名入っています。そういうことに、

関心をもっている人が少ないです。 

また、谷保地区には今、強盗が多いです。それから、皆さんご存じかどうかわからないけど、２年

前に、国立で振り込め詐欺の集金人がけんかして捕まりました。今日が、立川警察の方がいらしてな

いですが、交通安全に限らず、安全に対しての情報を共有できる仕組みのようなものがあれば、いい

と思います。 

【事務局】  交通安全は、まず、個人それぞれが関心をもつことであろうと思いますが、自分だけ
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は交通事故に遭わないと思っている方もいるのだろうと思います。いつでも事故は起こる可能性があ

るのだという市民の意識を醸成していくことが大切だと思っていますので、この計画を策定ことによ

って、その点もわかりやすく伝えていきたいと思っています。 

【蓬田委員】  すいません。ちょっとポイントがずれているかもしれないですが、これは、３月に

発行した三小の広報紙です。例えば、近所の見守りボランティアの方々が、どんな気持ちでお仕事を

してくださっているのかということを載せています。１年間の学校行事だけではなく、今回初めて、

地域の方々に支えていただいている行事や写真を載せています。保護者に、どれだけ地域の方に見守

られて、支えられて育てていただいているのかということを意識していく機会にしてもらいたいと思

って、こうした取組みを行いました。保護者の方も子育てに必至になっていて周りが見えていない部

分もあると思いますので、皆さんに見守っていただいているということを伝えていきたいなと思いま

す。 

【事務局】  そうした取組みは、非常によいですね。市の場合、ＰＲが下手なところがありますが、

交通安全協会やボランティアの方々が、いかに市民の皆さんのためにやっているかということをＰＲ

することも検討したいと思いました。ありがとうございます。 

【小嶋会長】  よろしくお願いします。よろしいでしょうか。 

 よろしければ、本日の議題はこちら４番、１件です。事務局から、その他はございますか。 

【事務局】  次回の日程でございますが、先ほど申し上げたとおり、８月を予定しております。内

容としましては、先ほどの交通安全計画、それから、例年どおり自転車安全教室の実施状況、事故報

告などを予定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

【小嶋会長】  ありがとうございます。 

 それでは、よろしければ、こちらで閉会とさせていただきたいと思います。皆さん、お忙しいとこ

ろ、ありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


